
        学校経営方針（確かな学力の定着） 

  

・授業の質の向上 

 ・基礎的な知識・技能の定着 

 ・読書活動の充実・工夫 

 ・算数習熟度別指導の充実 

 ・豊かな情操を育む音楽教育の充実（音楽発表会） 

 ・校内研究の推進（タブレット端末の効果的な活用法） 

 道徳の指導の重点 

・道徳の時間を要として各教科、外国語活動、総合的な学習の時間及び特別活動等との関連を図りながら、

教育活動全体を通して、仲良く助け合おうとする思いやりの心や自己肯定感、自他を尊重する心を育てる。 

・教師と児童、児童相互の望ましい人間関係を通して、自然や人間の命を大切にする心情や態度を育てる。 

・道徳授業地区公開講座を保護者・地域に公開し、教科書や「東京都道徳教育教材資料集」などを活用した

道徳の時間の充実を図るとともに、学校・家庭・地域が一体となって心の教育を行う啓発、｢特別の教科 

道徳｣を推進する。 

 特別活動の指導の重点 

・児童自ら計画・実践する活動を通して集団の一員としての自覚を高め、すすんで集団生活

に参加しようとする態度や集団への所属感を育てるとともに、縦割り班による活動等の充

実により連帯感や実践的態度を培う。 

令和６年度 稲城市立稲城第六小学校 授業改善推進プラン全体計画  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                   本校の授業改善に向けた開発的な視点 

指導内容・指導方法・学習形態の工夫 
 

ア 家庭学習の啓

発・推進 

・「宿題」という形で家庭学習の習慣化を図り、学年に応じて、各教科の課題の選択・数量・期日などを設定して

いく。同時に、学校だより、学年・学級通信、連絡帳などで家庭への通知の徹底を図る。 

イ 指導内容・教材

開発 

・学年会の打ち合わせを密にし、指導計画に則した内容を吟味していく。また、専科教員との合同学年会をもち、

さらに多方面からの検討を進める。 
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習熟度別指導

等 

・習熟度別指導では、児童の既習事項のレディネステストにより、クラス・人数の編成を行う。 

・週一回の打ち合わせを行い、指導の方法や進度の確認を行う。 

ICT活用等 ・タブレット端末を活用し、調べ学習や校外学習・宿泊行事のまとめなどに活用する。また、視覚的な情報を用

いて自分の考えを整理し、物事を論理的に考える素地を作る。 

・タブレット端末を効果的な活用を推進し、教員のICTに関する知識や技能の習得を図る。 

板書・机の配置

等 

・児童の学習意欲を引き出すために、発問・板書・机の配置・掲示等を工夫し、授業の質を高めるとともに、そ

の充実を図る。また、配慮児童の机配置に留意する。 

体験学習等・そ

の他 

・低学年では「生活科」を中心に、３年生以上は「総合的な学習の時間」を活用して、地域の自然・文化に触れ、

自ら体験する学習を積極的に取り入れる。 

・「長縄」「持久走」「球技」等の集会や、元気アップタイム(月１回)を設け、楽しく運動に親しむ中で、体力の向

上と技能の向上を目指すとともに、児童に達成感を味わわせる。 

・学校２０２０レガシーを通して、オリンピズム、歴史や意義・果たす役割などについて学び、平和な社会の実

現に貢献しようとする態度を育成する。 

（１）教育課程編成上の工夫 

  ①授業時数の確保   ・水曜５時間授業や行事の精選を行い、授業時数を確保する。  

 ・放課後の会議等を精選し、週２日（月・金）の補習の時間を設定する。 

  ②計画的指導の実施  ・年間計画を明らかにし、行事時数や欠時数を事前に計算し、把握できるようにする。 

             ・４月当初に学年別月別予定教科授業時数を作成しておき、毎月末に時数の把握・確保を行う。 

（２）問題解決能力育成上の工夫 

  ・児童の興味・関心を引き出す教材（身近なもの、既習事項、体験・経験したことなど）の工夫をし、児童の疑問から問題を設定する。 

  ・全教科を通して主体的・対話的で深い学びが達成できるよう、社会や理科を中心に、問題解決型の学習{疑問・問題・予想・調査・実験・結

果・まとめ（分かったことやこれからしたいこと）}を継続して指導する。 

（３）校内研究・研修の工夫 

  ①教科授業実践力の強化（OJT）…互いに授業を開き、見て学び合う。（授業公開、授業参観を積極的に行う） 

  ②校内研究のテーマに基づき、論理的な思考を育むためにアンプラグドの授業、ICTを活用したプログラミング学習についての研究を深める。 

  ③研修会への積極的参加…校内以外に、地域・近隣の学校（幼保も含む）と協力協働のもとに積極的に参観し合う。 

（４）評価活動（教師による評価・児童生徒による評価・保護者等による評価）の工夫 

  ①関係者評価を生かす…保護者・地域からの学校への意見・要望を丁寧に受け、さらに、児童の学校についての意識調査を行い、授業・行事等 

学校運営全体の改善に生かす。 

  ②学校生活全体を通して、その都度反省等の協議を行い、すぐに次年度の改善案を提案・作成し、改善を図っていく。 

（５）家庭・地域社会との連携の工夫（行事・授業への保護者の参画・教育協力者としての連携） 

①各学期に2日間程度の学校公開を行い、保護者・地域の方々に日常の教育活動への理解を深めていただくと共に、学校行事や授業活動への参 

加を通して、補佐的に児童の個に応じた指導の援助をしていただく。 

②ＰＴＡ・地域の行事等に職員が積極的に参加し、多方面から学校・児童を見守る態勢をつくる。 

（６）特別支援教室（すまいるルーム）との連携 

  ・特別支援教室巡回指導拠点校としての校内体制を整備するとともに、特別支援教室における指導の充実を図り、対象児童の学習や生活上の困 

難の改善を図る。 

 

児童・生徒の実態 

（１）学校生活の様子 

  ・学習…自分の考えをもち、自分の意見を述べることができる児童が多い。読み書き、計算の力に個

人差があり、学年が上がるにしたがい、その差が広がりつつある。 

  ・生活…学校生活のきまりも定着し、落ち着いて生活できる児童が多い。個別に支援や助言を必要と

する児童が数名いる。 

（２）家庭での傾向 

  ・家庭学習…出された宿題や課題を取り組んでくる児童は多いが、学んだことを自主的に復習してい

る児童が少ない。 

（３）保護者・地域の実態 

  ・教育活動に対して協力的な方が多い。オンライン朝の会の実施の際には、88％の家庭が参加した。

参加できなかった家庭からも建設的な意見をいただくことができた。 

各教科の指導の重点 

・習熟度別指導によるきめ細かな指導、放課後学習や家庭学習による補充的な学習の充実を

図り、児童一人一人の学力を伸長し基礎的・基本的な内容を確実に定着する。 

・３年生以上の算数科において、全単元の習熟度指導計画に基づく各学習集団の特性に応じ

た効果的な指導の推進により、児童一人一人に確かな学力を定着させるとともに６年卒業

時には、ベーシックドリル４年の診断シートＡで９割正答を達成する。 

・体験的活動や問題解決的な学習及び言語活動を核とした学習を通して思考力、判断力、表

現力等を高めるとともに「自ら学び 自ら考える力」を育成する。 

・オリンピック・パラリンピック教育及び体育科学習での系統性を重視した指導、六小オリ

ンピック（毎学期）、中休みでの体育的活動の充実(月1回)により、児童が自ら運動に親し

みながら体力の向上を図るとともに健康で楽しく明るく生きようとする態度を育てる。 

・論理的な思考を育むために、プログラミング教育を推進し、ICTの活用、プラグド・アン

プラグド教材を取り入れた授業の体系を構築し、思いや考えを整理して、表現できる児童

の育成を図る。 

  総合的な学習の時間の指導の重点 

・地域の教育資源（主として多摩川・大丸用水）を学習材としたESDの充実を図り、自己

と人・自然・地域社会との「関わり」や「つながり」を考え、尊重する態度を育てる。 

・児童自らが課題を見付け、課題の解決へ向けて探究的に学習を進める活動の充実を図り、

主体的によりよく問題を解決する態度や資質、能力を高める。 

 生活指導の重点 

・「ふれあい（いじめ防止）月間」及び安全教育（セーフティ教室等）の充実を図り、友達調査・学校適応調査

等を実施して、児童一人一人が安心して生き生きと学校生活が送れるようにする。 

・いじめや不登校等に対し、家庭・地域・関係諸機関との連携を深め、スクールカウンセラー等を活用した相談

体制の充実・推進を図るとともに、校内委員会（いじめ対策委員会）を核とした組織的な児童の健全育成を図

る。 

・減災の視点から「子ども防災自助パック」を活用した防災教育及び関係機関と連携しての訓練や安全教室の充

実を図り、児童自らが判断して自分の身を守る実践力を培うとともに人と助け合い支え合って共に生きよう

とする態度を育てる。 

 キャリア教育の重点 

・人との関わりの中で自己の長所や短所を見つめさせ、自らよさを伸ばそうとする態度や生き方を考える態度を培うとともに、教育 

活動全体及び保幼小中連携による教育活動等を通して勤労観、職業観を育成するキャリア教育を推進する。 

           学校の教育目標 

・よく聞き、よく考えて伝え合う子（※重点） 

・仲良く助け合う子 

・すすんで体を動かす子 

           本校における「確かな学力」 

 

・主体的・対話的で深い学び 
・基礎的・基本的な知識・技能 
・体験的活動や問題解決的な学習及び言語活動の 

充実による思考力・判断力・表現力 
・生涯にわたって運動に親しむ資質や能力の基礎 



 


